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◇卒業生のための生涯学習講座
　生涯 学習講 座では、卒業生 に最新の栄養情報 を提供 し、 各 自と各職場 を活性化す ることを 目
的 と して、定期的 に開催 す るように計画 してい る。
　現 在、 国民の健康 づ くり運動 と して 「健康 日本21」 が提唱 され、2010年 を 目標 に、心身 とも
に健康 で規則正 しい生 活習慣 を形成す るように推進 されて いる。 さ らに、 食育基本法 が制定 さ
れ、 食育 推進基本計画の策 定 によ り、幼児 ・学童 を対象 と した 「食」教育 の重要性 が再確認 さ
れ、 食育 活動が活発 に進 め られて いる。その一方 で、平 成20年4月 よ り、 中高年 の肥満等 が原
因 とな る生活習慣 病 に焦点が当て られ、 メタボ リックシ ン ドロー ム群(内 臓脂肪型肥満)対 策
への保健指導が実施 され るよ うにな り啓蒙活動が行われて いる。
　当人学家政学部 食物栄養 学科 において も、健 康 と食への教育を推 し進 め、在学 時に疾病 の予
防 ・治療、健康の維持 ・増 進 を実践す るための専門知識を学習 し、管理 栄養士 と して活躍 でき
ることを 目指 して いる。病 院や特別養護老人施設での臨床 に関わ る管理 栄養士、学校 での食育
を担 当す る栄養教諭、 アス リー トの身体機能増進や一般人の健康づ くりにかかわ るスポーツ栄
養士、研究機関や メーカー な どで機能性食品 などの開発 に携わ る研究者な ど、食 と健康 のスペ
シ ャリス トとして活躍 して いる。 その卒業生 を対象 に、更 なる飛躍 を支援す るため に、生涯学
習 を開催 した。
[内　 　容]
第1回 　平成20年8月30日 、午後2時 ～4時30分
テーマ　 メタボ リックシ ン ドロームの病態 を学ぶ
講 師 　田中 清 栄養 ク リニ ック長(医 師)
参加者 　卒業生23名目噂驚謙鱒響
　　　　 シン ドロームの病態 メカニズ
ムを理解 して、健診結 果か ら
対象者 の身体 の メカニズム と
生活習慣 との関係 をアセス メ
ン トし、対象者 自らが、生 活
習慣 の改善 に取 り組 め るよう
な指導方法 を理論 的 に学習 す
ることを 目的に実施 した。
内　容　不健康な生活習慣が原因で、内臓脂肪の蓄積が起こり(腹 囲男性85cm、 女性90cm
　　　　以上)、蓄積脂肪細胞から代謝異常を生じる不都合なホルモンの過剰分泌や必要な
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ホルモ ンの分 泌減少 が生 じる(ア デ ィポネ クチ ン減少、PAI-1増 加、 ア ンジオテ ン
シノーゲ ン増加、遊離脂肪酸増加、TNF一 αや レジスチ ン増加 な ど)。
これ らの現象 は、 高血糖 ・脂質異常 ・高血圧、動脈硬化 な どの生活習慣病 の原因 と
な るため、 内臓脂肪 を減 らす ことが主要 な予 防対策 とな る。
茶話会　講演終了後、自己紹介すると
　　　　ともに近況報告 し、懇親を深
　　　　めた。
その他　今後の生涯学習についての希
　　　　望調査をおこなった結果、離
　　　　乳食やアレルギー対応食につ
　　　　いて、栄養指導や保健指導の
　　　　実際、介護食についての工夫、
　　　　サプリメントなどについての
　　　　勉強会を開催してほしいとの
要望が あ り、今後 のテーマ として検討す る こととな った。
第2回 　平成20年12月23日 、午後1時 ～4時
テーマ　特定保健指導とは～(ロ ールプレイによる体験!)
講　師　樹山　敏子　指導員(元 保健所 ・病院管理栄養士)
参加者　卒業生9名
目　的　栄養十の新たな活躍分野である特定保健指導について、実務経験者から分野の概要
　　　　と最新情報の提供を受け、保健指導技術の習得と技術向上を目指す機会として実施
　　　　 した。
内　容　参加者は特定保健指導の認定
　　　　研修会修了者6名 、未受験者
　　　　3名 であったので、3名 ずつ
　　　　のグループに分け、ロールプ
　　　　レイ(栄 養士、対象者、観察
　　　　者)を20分 間実施し、保健指
　　　　導体験を試みた。会話が続か
　　　　ない状態や、面接時間内に相
　　　　談者の特性を捉え、必要な情
　　　　報を得ることができなった場
面 な どが見 られたが、改善 へのア ドバイスのカー ドを交換す るとともに、実務経験
者か らの的確 なア ドバ イスを得、各 自のカ ウンセ リングにおけ る課題 な どを明確 に
し、今後 の改善 に役立 て るよう指導 した。
　 20
反省会　保健指導体験を通 して気づいたことや感想などを発表 しながら、懇親を深めた。
その他　今回の参加者は若い世代であったが、種々の年代層の構成によるロールプレイの必
　　　　要性 も感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(宮崎)
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